
〈
そ
の
家
系
④
〉

文
明
社
会
の
華
族
に
列
し
て

～
夜
明
け
の
旗
、
父
久ひ
さ

宜よ
し

の
人
生
と
偉
業
②

　

加
納
久
朗
の
父
久
宜
の
後
半
人
生
を
描
く
。
明
治

27
年
（
１
８
９
４
）
１
月
、
46
歳
の
加
納
久
宜
は
鹿

児
島
県
知
事
に
就
任
す
る
。
日
清
戦
争
の
最
中
で

あ
っ
た
。『
ア
メ
リ
カ
生
活　

60
年
、
在
米
同
胞
の

一
人
と
し
て
』（
加
納
久
憲
自
叙
伝
）
に
は
、
東
京

か
ら
遠
隔
の
地
に
赴
任
す
る
家
族
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
久
憲
は
久
宜
の
３
男
で
、
久
朗
の
弟
で
あ

る
。（
久
宜
は
加
納
家
従
来
の
信
仰
で
あ
る
日
蓮
宗

を
捨
て
神
道
の
信
者
と
な
る
。）

　
「（
久
憲
が
）
５
歳
の
頃
、
父
が
鹿
児
島
県
知
事
を

拝
命
し
た
。
自
宅
（
東
京
・
大
森
の
私
邸
）
は
東
京

市
長
に
な
ら
れ
た
尾
崎
行
雄
御
一
家
に
貸
し
て
い

た
。
父
は
鹿
児
島
県
知
事
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
貴
族

院
議
員
で
あ
り
、
大
審
院
の
検
事
を
し
て
い
た
。
当

時
鉄
道
は
東
京
か
ら
広
島
ま
で
で
、
鹿
児
島
に
行
く

に
は
神
戸
ま
で
汽
車
で
行
き
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
０

ト
ン
も
な
い
小
さ
な
汽
船
で
行
く
の
が
一
番
便
利

だ
っ
た
」、「
加
納
家
一
行
は
、
両
親
の
他
、
祖
母
、

姉
２
人
、
兄
（
久
朗
）、
久
憲
、
妹
４
人
、
乳
母
２

人
、
子
守
１
人
、
農
業
の
出
来
る
男
僕
１
人
と
で
な

か
な
か
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
途
中
京
都
に
一
泊
し
て

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
※

を
見
学
し
た
。
運
河
に
水
が
勢
い

　

農
業
県
で
あ
る
鹿
児
島
県
は
、
台
風
襲
来
や
火
山

灰
土
壌
と
い
う
劣
悪
な
自
然
条
件
に
加
え
、
西
南
戦

争
後
対
立
が
激
化
し
て
停
滞
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
大

阪
の
市
場
で
は
鹿
児
島
産
の
米
は
「
劣
悪
米
」
の
扱

い
を
受
け
た
。
久
宜
は
農
業
改
良
の
た
め
に
明
治
27

年
農
会
規
則
を
公
布
し
た
。28
年
か
ら
実
施
に
移
し
、

農
村
農
会
か
ら
郡
農
会
、
県
農
会
を
系
統
的
に
組
織

化
し
て
い
っ
た
。
農
家
小
組
合
を
普
及
奨
励
し
て
、

３
年
後
に
は
９
０
６
組
合
に
及
ん
だ
。
全
国
に
先
駆

け
て
耕
地
整
理
を
実
施
し
て
湿
田
の
乾
田
化
を
図
っ

た
。
徹
底
し
た
指
導
の
結
果
、
50
万
ト
ン
の
産
米
は

90
万
ト
ン
に
増
え
る
と
と
も
に
、明
治
35
年
頃
に
は
、

薩
摩
米
の
評
価
は
全
国
第
５
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
大

正
元
年
（
１
９
１
２
）
に
は
２
位
に
ま
で
な
っ
て
、

「
劣
悪
米
」
の
汚
名
を
返
上
し
た
。
加
納
知
事
時
代

の
品
種
改
良
、
石
灰
肥
料
の
禁
止
、
正
条
植
え
（
米

の
苗
を
縦
ま
た
は
横
に
一
列
に
そ
ろ
え
て
植
え
る
方

法
）
普
及
、
肥
料
作
り
と
農
具
の
製
作
な
ど
の
成
果

で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
ミ
カ
ン
の
改
良
、
桑
畑
の
奨

励
、
馬ば

匹ひ
つ

（
農
耕
馬
）
改
良
、
養
鶏
の
勧
め
、
養
魚
・

遠
洋
漁
業
の
奨
励
、
薩
摩
焼
の
改
良
を
図
っ
た
。

　

久
宜
の
足
跡
は
離
島
に
ま
で
及
ん
だ
。
喜き

界か
い

島し
ま

の
「
加
納
松
」
を
例
に
取
ろ
う
。
大
島
郡
喜
界
島
は

周
囲
８
里
（
１
里
は
４
㎞
）
の
孤
島
、
人
口
は
当
時

２
万
７
０
０
０
人
。
明
治
29
年
に
島
を
視
察
し
た
知

事
加
納
は
、
煮
た
き
や
暖
房
な
ど
の
燃
料
が
牛
馬
の

フ
ン
を
乾
燥
し
た
も
の
か
枯
葉
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
理
由
を
聞
く
と
「
昔
か
ら
樹
木
の
育
た
な
い

島
だ
」
と
い
う
。
島
は
草
原
ば
か
り
で
樹
林
ら
し
い

も
の
が
な
い
。
だ
が
雑
木
林
は
生
え
て
い
る
し
、
土

質
も
本
土
と
差
異
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
そ

こ
で
久
宜
は
戸
長
に
植
林
の
必
要
を
説
き
、
帰
任

早
々
私
費
で
２
万
本
の
松
苗
を
買
っ
て
喜
界
島
に

送
っ
た
。
こ
れ
ら
の
松
苗
は
、「
不
毛
の
島
」
の
伝

承
を
覆

く
つ
が
えし
て
生
成
し
、村
も
年
々
松
苗
を
購
入
し
て
、

や
が
て
松
材
輸
出
の
離
島
振
興
策
に
発
展
し
た
。
島

民
は
２
万
本
の
松
を「
加
納
松
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
大
島
の
タ
バ
コ
耕
作
を
普
及
さ
せ
た
の
も
知
事

加
納
だ
と
さ
れ
る
。（『
刻
ま
れ
た
歴
史
』（
中
村
信
夫
）

を
参
考
に
し
一
部
引
用
し
た
）。
久
宜
は
、
土
木
事

業
も
推
進
し
、
川
内
の
太
平
橋
の
鉄
筋
架
橋
や
鹿
児

島
港
大
改
修
計
画
の
確
定
な
ど
を
行
っ
た
。
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久
宜
の
事
績
の
う
ち
、
農
業
と
同
様
全
国
に
影
響

を
与
え
た
教
育
行
政
は
明
治
初
期
に
加
納
自
身
が
教

育
界
に
身
を
置
い
て
い
た
得
意
分
野
で
あ
り
、
適
切

な
就
学
督
励
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

知
事
就
任
時
の
鹿
児
島
県
は
、
全
国
に
比
し
て
就
学

率
が
低
く
、
と
り
わ
け
女
子
の
就
学
率
は
明
治
26
年

で
よ
う
や
く
26
％
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
明
治
30

年
の
時
点
で
、
全
国
の
就
学
率
は
66
・
65
％
に
対
し

同
県
は
56
・
30
％
と
低
か
っ
た
が
、
33
年
に
は
一
気

に
88
・
38
％
と
、
全
国
平
均
81
・
67
％
を
越
え
上
位

に
躍
り
出
る
。『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
に
は
、
こ
の

間
の
状
況
は
「
異
常
な
努
力
に
よ
る
」
も
の
で
あ
り
、

「
文
部
省
を
は
じ
め
全
国
か
ら
見
学
者
が
多
数
訪
れ

た
」
と
あ
る
。
市
町
村
費
（
予
算
）
の
過
半
は
教
育

費
が
占
め
て
お
り
、全
国
比
で
も
高
い
と
し
て
い
る
。

　

久
宜
は
小
学
校
の
就
学
率
の
向
上
に
向
け
、
教
員

を
育
成
し
教
育
組
合
の
設
置
を
奨
励
す
る
。
そ
の
普

及
を
目
指
し
て
、
父
母
に
幻
燈
※

で
教
育
の
必
要
性

を
説
得
し
彼
自
ら
遊
説
し
て
回
っ
た
。
父
母
の
教
育

費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
具
や
書
籍
の
共
同
購

入
を
勧
め
る
。
女
子
の
就
学
促
進
と
し
て
子
守
学
級

の
設
置
や
玩
具
（
加
納
自
ら
購
入
）
の
導
入
を
図
っ

た
。
通
学
す
る
こ
と
が
生
活
に
直
ち
に
役
立
つ
よ
う

な
農
業
に
関
す
る
授
業
を
取
り
入
れ
、
女
子
に
は
裁

縫
を
教
え
る
な
ど
し
て
、
生
活
に
即
し
た
魅
力
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
県
私
立
教
育
会
や
加
納
文

庫
（
県
立
図
書
館
前
身
）
を
設
立
し
た
。
加
納
文
庫

は
私
費
を
投
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

久
宜
は
小
学
校
の
就
学
率
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

上
級
学
校
の
整
備
に
も
力
を
尽
く
し
た
。
県
内
中
学

校
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
学
校
受
験
者
数

の
多
さ
に
対
し
て
は
、
生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
を
考

え
、
実
業
教
育
が
有
効
と
判
断
し
て
、
県
立
の
商
業

学
校
や
女
子
興
業
高
校
と
い
っ
た
卒
業
後
の
実
業
に

即
し
た
学
校
を
設
置
し
た
。
農
業
振
興
に
向
け
て
、

明
治
28
年
に
鹿
児
島
簡
易
農
学
校
を
設
立
し
、
そ
の

後
順
次
こ
れ
を
充
実
さ
せ
、
明
治
33
年
に
は
鹿
屋
に

農
業
学
校
（
後
の
官
立

第
二
高
等
農
林
学
校
）

を
移
転
さ
せ
地
域
の
核

と
し
た
。

　

第
七
高
等
学
校
造
士

館
（
現
鹿
児
島
大
学
）

の
設
立
に
も
尽
力
し
て

い
る
。
招
致
し
た
教
育

者
岩
崎
行ゆ

き

親ち
か

は
県
立
第

一
中
学
校
校
長
、
第
七

高
等
学
校
初
代
校
長
と

し
て
、
県
の
教
育
に
大

き
な
力
を
発
揮
し
た
。

加
納
の
知
事
退
任
後
も
県
に
残
り
教
育
に
尽
力
し

て
い
る
。
岩
崎
行
親
（
安
政
２
年
（
１
８
５
５
年
）

‐
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
））
は
、
香
川
県
三
豊
郡

豊
中
町
に
生
ま
れ
る
。
20
歳
の
時
東
京
英
語
学
校

に
学
ぶ
。
内
村
鑑
三
、
新
渡
戸
稲
造
、
廣
井
勇
ら

と
同
級
で
、
翌
年
共
に
札
幌
農
学
校
（
北
大
前
身
）

に
入
学
し
た
。
同
校
卒
業
後
、
北
海
道
と
大
阪
で
官

吏
と
な
り
、
辞
し
て
東
京
で
私
塾
を
開
く
。
明
治

27
年
、
県
知
事
に
命
じ
ら
れ
た
久
宜
に
教
育
と
勧

業
の
知
事
顧
問
と
し
て
鹿
児
島
行
き
を
懇
請
さ
れ
、

鹿
児
島
尋
常
中
学
校
（
後
の
鹿
児
島
一
中
）
の
校

長
と
な
る
。
在
任
は
７
年
余
に
及
び
、
名
門
校
と

し
て
伝
統
を
築
く
。
川
内
（
二
中
）、
加
治
木
（
三

中
）、
川
辺
（
四
中
）
の
中
学
校
の
創
設
に
尽
力
し
、

創
設
時
の
校
長
を
兼
務
し
、
鹿
児
島
県
旧
制
中
学

校
「
教
育
の
父
」
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
34
年

（
１
９
０
１
）
に
は
、
第
七
高
等
学
校
の
創
立
に
成

功
し
初
代
校
長
と
な
り
、
11
年
間
そ
の
職
に
あ
っ

た
。
そ
の
間
七
高
の
経
営
に
情
熱
を
傾
け
、
教
授

陣
の
充
実
と
質
実
剛
健
の
気
風
を
作
り
上
げ
幾
多

の
人
材
を
育
て
鹿
児
島
県
の
高
等
教
育
の
基
礎
を

築
い
た
。
知
事
加
納
の
勧
業

顧
問
と
し
て
米
作
改
良
・
排

水
工
事
・
種
苗
改
良
な
ど
を

進
言
し
た
業
績
も
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　

久
宜
は
、
知
事
在
任
中
一

日
も
病
欠
せ
ず
早
出
晩
退

の
勤
務
で
部
下
に
範
を
垂
れ

た
。
多
額
の
私
費
を
投
じ
て

県
政
に
尽
く
し
、
そ
の
結
果

２
万
円
（
今
日
の
数
千
万
円
）

の
借
金
を
負
う
に
至
っ
た
。

栄
転
の
機
会
は
何
回
か
あ
っ

N
ノ ー ブ レ ス

oblesse o
オブリージュ

blige

よ
く
流
れ
て
い
て
橋
を
渡
る
時
誰
か
が
私
を
背
負
っ

て
く
れ
た
。
琵
琶
湖
疏そ

水す
い

工
事
は
明
治
24
年
に
完
成

し
て
、
当
時
日
本
一
の
大
き
な
土
木
工
事
で
琵
琶
湖

の
水
を
京
都
に
引
い
た
の
で
あ
る
」、「
神
戸
港
で
の

乗
船
の
模
様
な
ど
は
少
し
も
記
憶
に
な
い
が
、
日
向

灘
で
は
悪
天
候
で
小
さ
い
船
は
ず
い
ぶ
ん
動
揺
し
た

よ
う
で
、
目
を
覚
ま
し
た
ら
姉
や
兄
が
ベ
ッ
ド
に
い

る
の
が
見
え
た
。
妹
と
私
は
幼
少
で
あ
っ
た
か
ら
、

マ
ッ
ト
レ
ス
を
客
室
の
フ
ロ
ア
に
敷
き
、
そ
こ
に
寝

か
さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
頃
、
鹿
児
島
県
に
は
鉄
道

は
な
く
、
電
灯
も
電
話
も
な
か
っ
た
…
」

　

久
宜
は
明
治
33
年
（
１
９
０
０
年
）
９
月
に
辞
す

る
ま
で
６
年
８
カ
月
の
長
期
間
、
鹿
児
島
県
政
に
尽

力
す
る
。
着
任
時
の
県
政
界
は
、
吏
党
と
民
党
の
政

争
が
極
点
に
達
し
県
政
は
空
洞
化
し
て
い
た
。
彼
は

不
偏
不
党
を
高
く
掲
げ
県
人
事
の
公
平
を
図
り
、
県

内
を
く
ま
な
く
巡
視
し
た
。
離
島
に
も
足
を
延
ば
し

て
県
民
と
膝
を
交
え
て
啓
発
に
当
っ
た
。
明
治
10
年

の
西
南
戦
争
で
多
く
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
失
い

田
畑
も
荒
廃
し
た
県
を
一
躍
模
範
県
に
導
い
た
。「
鹿

児
島
県
に
加
納
久
宜
が
印し

る

さ
な
か
っ
た
足
の
跡
は
な

く
汗
の
落
ち
て
い
な
い
土
地
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る

所ゆ
え
ん以
で
あ
る
。
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加納知事頌徳碑
 （鹿児島県庁内、『刻まれた歴史』（中村信夫））

※�南禅寺の近くにある全長 82m の世界最長の傾斜鉄道。
高低差約 36m の琵琶湖疏水の急斜面で、船を運航する
ために敷設された

※�写真フィルム・図版・実物などに強い
光を当てて，レンズで幕などに拡大映像
を投映して見せるもの。スライド 

～
貴た

か

き
者
の
責
務
～
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た
が
、
彼
は
そ
の
都
度
断
っ
て
い
る
。
家
族
全
員
を

引
き
連
れ
て
鹿
児
島
入
り
し
た
彼
は
、
鹿
児
島
の
た

め
に
人
生
を
か
け
る
決
意
で
あ
っ
た
。
県
民
は
彼
を

「
勧
業
知
事
」「
教
育
知
事
」
と
し
て
讃
え
た
。「
鹿

児
島
県
の
こ
と
は
冥
土
に
電
報
せ
い
」
と
遺
言
を
残

し
た
ほ
ど
同
県
を
愛
し
た
。
鹿
児
島
市
田
之
浦
公
園

で
開
か
れ
た
知
事
送
別
会
に
は
３
０
０
０
人
が
集

ま
っ
た
。
謝
辞
の
や
り
取
り
の
間
、
感
極
ま
っ
て
泣

き
出
す
県
民
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

没
後
の
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
11
月
、
県
議
会

堂
前
に
知
事
加
納
久
宜
の
頌し

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

除
幕
式
に
は
遺
族
が
招
か
れ
て
い
る
。
碑
文
の
中
に

「
産
業
と
教
育
の
拓
興
に
寄
与
す
る
所
絶
大
な
り
。

常
に
責
任
を
重
じ
言
行
一
致
、
若も

し

公
費
足
ら
ざ
れ

ば
補
ふ
に
私
費
を
以
て
せ
る
も
の
又
少
な
か
ら
ず
、

所い
わ
ゆ
る謂
民
あ
る
を
知
っ
て
身
あ
る
を
知
ら
ず
、
国
あ
る

を
知
っ
て
家
あ
る
を
知
ら
ざ
る
も
の
、
其そ

の

至
誠
誰
れ

か
感
動
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
鹿
児
島

県
の
経
済
や
教
育
の
基
盤
を
確
立
し
た
久
宜
の
功
績

は
歴
代
知
事
中
第
一
（『
鹿
児
島
大
百
科
事
典
』）
と

さ
れ
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

明
治
33
年
秋
、
久
宜
は
鹿
児
島
を
去
っ
て
東
京
府

入い
り

新あ
ら

井い

村
大
森
（
現
東
京
・
大
森
）
の
私
邸
に
戻
る

と
、
農
事
改
良
の
全
国
普
及
に
向
け
た
遊
説
や
講
演

を
行
い
信
用
組
合
を
開
設
し
た
。
明
治
後
期
の
「
地

方
改
良
運
動
」
の
中
心
的
命
題
２
つ
に
対
応
す
る
農

会
法
と
産
業
組
合
法
の
改
正
、「
全
国
農
事
会
中
央

会
」、「
大
日
本
産
業
組
合
中
央
会
」
の
法
制
化
や
設

立
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
。
農
会
法
の
成
立
と
同
じ

く
明
治
33
年
に
産
業
組
合
法
が
成
立
し
、信
用
組
合
、

販
売
組
合
、
購
買
組
合
、
生
産
組
合
の
４
種
が
定
め

会
長
は
政
治
家
清
浦
圭
吾
）。
多
士
済
々
な
会
員
同

士
の
意
見
交
換
と
地
域
貢
献
を
図
る
事
を
目
的
に
、

毎
月
１
回
の
定
期
的
な
会
合
を
設
け
た
。
会
の
発
起

人
に
、実
業
家
矢
野
恒
太（
第
一
生
命
保
険
創
業
者
）、

政
治
家
大
江
卓
ら
が
名
を
連
ね
、「
大
森
の
貴
族
院
」

と
称
さ
れ
た
。
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
３
月
７
日
、

キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
内
村
鑑
三
（
50
歳
）
が
久
宜
に

招
か
れ
、
大
森
倶
楽
部
で
講
演
し
た
。
加
納
の
子
息

久
朗
が
内
村
の
門
下
生
と
な
っ
て
い
た
縁
で
招
待
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
は
大
森
倶
楽
部
の
創
立
記
念

日
で
も
あ
っ
た
。
演
題
は
「
基き

り
す
と督

教
と
其そ

の

信
仰
～
イ

エ
ス
を
友
と
す
る
に
外

な
ら
ず
～
」
で
、
講
演

内
容
は
「
聖
書
之
研
究
」

（
第
１
４
１
号
）
に
「
大

森
に
て
」
と
題
し
て
掲

載
さ
れ
た
。（
加
納
家
と

内
村
の
交
流
は
後
章
で

詳
述
）。
久
宜
の
顕
彰
碑

が
大
田
区
立
入
新
井
第

一
小
学
校
の
片
隅
に
残

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
２
月
、
久
宜
は
郷
里

の
一
宮
町
民
に
懇
願
さ
れ
町
長
に
就
任
す
る
。
64

歳
。
町
長
就
任
に
先
立
ち
、
町
是
の
な
い
行
政
は
羅

針
盤
の
無
い
船
の
よ
う
だ
と
し
て
『
一
の
宮
町
是
を

定
め
置
く
べ
き
の
議
』
を
当
時
の
一
宮
町
長
に
提
出

し
て
い
る
。
久
宜
の
経
験
や
見
識
が
網
羅
さ
れ
た
内

容
で
、
松
林
、
桜
並
木
、
公
園
の
整
備
、
主
要
街
道

な
ど
へ
街
灯
を
設
置
し
、
旅
館
の
誘
致
。
病
院
、
幼

稚
園
、
図
書
館
の
設
置
。
販
売
組
合
、
菜
果
組
合
を

ら
れ
た
。（
所
得
税
、
営
業
税
は
課
税
さ
れ
な
い
）。

そ
の
後
、
明
治
39
年
の
第
一
次
改
正
で
信
用
組
合
に

他
事
業
兼
営
が
認
め
ら
れ
た
。

　

久
宜
は
全
国
的
な
活
動
を
行
う
一
方
で
、
入
新
井

村
の
住
民
と
し
て
地
域
で
学
務
委
員
を
務
め
、
明
治

35
年
産
業
組
合
の
効
果
を
村
民
ら
に
説
い
て
入
新
井

信
用
組
合
（
現
城
南
信
用
金
庫
）
を
自
宅
に
開
設
し

た
。
開
設
ま
で
に
１
年
余
り
か
か
っ
た
。
自
ら
会
長

と
な
り
夫
人
鎰い
つ

子こ

を
会
計
係
と
し
て
運
営
に
当
っ

た
。
信
用
組
合
の
活
動
に
よ
り
、
荒
れ
た
地
域
を
一

躍
模
範
地
区
へ
と
導
い
て
い
く
。
彼
は
組
合
に
対
す

る
考
え
を
著
書
『
献け

ん

芹き
ん

迂う

言げ
ん

』
で
論
じ
て
い
る
。
そ

の
思
想
は
「
資
本
と
労
働
は
本
来
一
本
に
す
べ
き
も

の
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
書
は
彼
の
先
駆
的
産

業
組
合
論
に
貫
か
れ
て
い
る
。

　

彼
に
よ
れ
ば
「
産
業
組
合
事
業
は
町
村
経
営
の
最

要
件
で
地
方
改
良
事
業
の
一
要
件
」
で
あ
る
。「
町

村
の
改
進
は
先
ず
其
人
を
造
る
に
在
り
」（『
町
村
経

営
』）
の
な
か
で
、
富
者
と
貧
者
の
差
が
広
が
っ
て

お
り
、
放
置
す
れ
ば
犯
罪
が
増
え
、
消
極
的
国
税
を

負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

産
業
組
合
は
小

農
商
工
者
の
た

め
の
国
民
銀
行

と
も
言
え
る
も

の
で
、
恵
ま
れ

た
層
の
人
も
率

先
し
て
設
立
に

協
力
す
る
義
務

が
あ
る
。
入
新

井
村
の
よ
う
な

小
組
合
が
全
国

１
万
２
０
０
０

つ
く
り
、
生
産
者
と
別
荘
住
人
の
両
者
の
便
宜
を
図

る
。
直
売
市
場
の
開
設
。
別
荘
住
民
の
た
め
に
池
に

放
魚
（
釣
り
）、
娯
楽
施
設
を
つ
く
る
。
品
評
会
を

継
続
的
に
開
催
し
、
売
上
金
を
教
育
基
金
に
組
み
入

れ
る
等
な
ど
。
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
別
荘
地
の
整
備
、
産
業
推
進
や
地
産
地
消

の
発
想
、
農
事
の
共
同
作
業
及
び
企
業
へ
の
直
接
販

売
と
い
っ
た
具
体
策
は
、
そ
の
ま
ま
現
代
の
地
方
振

興
策
に
適
用
で
き
る
よ
う
な
斬
新
さ
で
あ
る
。
久
宜

は
ド
イ
ツ
式
耕
地
整
理
を
実
施
し
農
地
利
用
の
基
礎

を
築
い
た
。
同
耕
地
整
理
は
、
田
畑
は
も
と
よ
り
荒

れ
地
を
長
方
形
に
線
引
き
し
な
お
し
て
開
発
し
碁
盤

の
目
の
よ
う
に
均
整
の
と
れ
た
耕
地
に
し
て
再
配
分

す
る
と
い
う
今
日
の
土
地
改
良
の
先
駆
け
を
な
す
手

法
で
あ
っ
た
。

　

加
納
町
長
の
も
と
で
、
太
平
洋
に
面
し
た
一
宮
町

は
大
変
貌
を
遂
げ
、「
東
の
大
礒
」
と
し
て
一
時
は

１
０
０
人
を
超
す
人
の
別
荘
地
と
し
て
も
繁
栄
し
て

行
く
。
同
町
に
は
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
４
月
房

総
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
外
房
線
）
が
開
通
し
上
総
一
ノ
宮

駅
と
東
京
・
本
所
と
を
５
時
間
で
結
ん
だ
。
駅
か
ら

一
宮
海
岸
ま
で
２
㎞
余
り
で
あ
る
。
海
岸
線
か
ら
北

は
緑
の
松
林
と
九
十
九
里
の
弧
を
描
い
た
砂
丘
が

延
々
と
続
き
、南
は
そ
れ
が
太た

い

東と
う

岬
で
区
切
ら
れ
て
、

南
北
と
も
雄
大
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。『
一
宮
町

史
』
は
同
町
に
別
荘
を
か
ま
え
た
各
界
名
士
83
人
の

名
前
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
首
相
を
務
め
た

斎
藤
実ま

こ
と、
平
沼
騏
一
郎
、
加
藤
友
三
郎
ら
の
名
も
み

え
る
。
一
宮
海
岸
は
海
水
浴
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
た
。
海
水
浴
も
か
ね
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
名
士
と

し
て
、
東
郷
平
八
郎
、
尾
崎
紅
葉
、
東
京
帝
国
大
学

学
生
の
芥
川
龍
之
介
、
同
久
米
正
雄
、
林
芙
美
子
ら

の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。
一
宮
海
岸
が
に
ぎ
わ
っ
た

の
は
日
中
戦
争
が
始
ま
る
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）

頃
ま
で
で

あ
っ
た
。

　

晩
年
の

久
宜
に
面

会
し
た
宇

都
宮
高
等

農
林
学
校

（
現
宇
都
宮

大
学
農
学

部
）
校
長
三

浦
虎
六
は

そ
の
印
象

を
述
べ
て
い
る
。「
長
身
の
穏
や
か
な
風
貌
の
方
で

あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
一
宮
町
長
を
引
退
さ
れ
て
悠
々

自
適
さ
れ
て
居
っ
た
。
こ
の
風
貌
の
な
か
に
永
遠
の

青
年
と
も
い
う
べ
き
情
熱
が
潜
め
ら
れ
て
い
た
」。

　

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
19
歳
で
最
後
の
藩
主
と

な
り
明
治
維
新
を
迎
え
て
か
ら
45
年
を
経
て
、
明
治

45
年
（
１
９
１
２
）
64
歳
と
な
っ
た
加
納
は
再
び
町

長
と
し
て
最
晩
年
の
５
年
間
を
一
宮
町
で
過
ご
し

た
。
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
３
月
、
69
歳
で
町

長
を
辞
任
し
た
。
同
年
一
宮
町
の
青
年
70
人
と
と

も
に
鹿
児
島
を
再
訪
し
歓
迎
さ
れ
た
。
大
正
８
年

（
１
９
１
９
）
２
月
26
日
、
療
養
先
の
温
泉
郷
別
府

で
逝
去
し
た
。
享
年
71
歳
。
遺
言
は
「
一
に
も
公
益

事
業
、
二
に
も
公
益
事
業
、
た
だ
公
益
事
業
に
尽
せ
」

で
あ
っ
た
。
一
宮
町
城
山
に
久
宜
の
墓
と
顕
彰
碑
が

あ
る
。

（
参
考
文
献
：
『
加
納
久
宜
集
』（
松
尾
れ
い
子
編
）、『
鹿
児

島
大
百
科
事
典
』、『
刻
ま
れ
た
歴
史
』（
中
村
信
夫
）、『
加

納
久
宜
―
鹿
児
島
県
を
蘇
ら
せ
た
男
』（
大
囿
純
也
）、『
大

森
倶
楽
部
百
年
史
』、『
一
宮
町
史
』、『
千
葉
県
の
百
年
』、『
大

田
区
史
』）。

（
つ
づ
く
）。

東
京
・
大
森
の
加
納
家
邸
宅
跡
（
現
在
、
大
田

区
山
王
３
丁
目
、
皇
室
御
訪
問
の
碑
が
あ
る
）

顕彰記念碑（大田区立入新井第一小学校内）

一宮の海岸（戦前は別荘地だった）

余
の
町
村
に
出
来
て
、
仮
に
３
万
円
の
資
本
を
得
た

ら
、
全
国
で
は
３
億
６
０
０
０
万
円
の
全
国
小
農
商

工
者
の
資
本
と
な
る
と
そ
の
効
用
を
説
く
。
当
時
の

国
家
予
算
は
１
億
６
０
０
０
万
円
で
２
倍
以
上
の
巨

額
で
あ
る
。
明
治
33
年
末
わ
ず
か
21
組
合
だ
っ
た
組

合
数
は
、
37
年
末
に
は
１
２
３
２
組
合
と
急
速
に
拡

大
し
て
行
き
、
産
業
組
合
の
主
導
者
の
政
治
家
平
田

東
助
（「
産
業
組
合
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
）
や
久
宜

は
民
間
へ
の
教
育
、
指
導
、
官
庁
と
の
意
見
交
換
の

場
が
必
要
と
考
え
日
本
産
業
組
合
中
央
会
の
設
立
へ

向
か
う
。
城
南
信
用
金
庫
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

信
用
金
庫
に
発
展
※

す
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
宜
は
鹿
児
島
時
代
か
ら
「
馬
匹
改
良
」
に
並
々

な
ら
ぬ
意
欲
を
持
ち
努
力
を
続
け
て
来
た
。
自
動
車

の
限
ら
れ
て
い
た
当
時
、
馬
は
人
や
荷
物
の
運
搬
だ

け
で
な
く
農
作
業
な
ど
に
も
不
可
欠
で
あ
り
、
軍
民

い
ず
れ
に
と
っ
て
も
動
力
と
し
て
極
め
て
重
要
な
も

の
で
あ
っ
た
。
だ
が
当
時
の
国
産
馬
は
、
体
格
、
能

力
と
も
に
劣
り
、
そ
の
改
良
が
国
家
的
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
馬
匹
改
良
の
一
環
と
し
て
、
馬
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
久
宜
が
代
表
と
な
り
実
業
家
安
田
善

次
郎
ら
と
「
競
馬
」
開
設
を
国
会
へ
建
議
し
、
東
京

競
馬
会
の
初
代
会
長
と
な
っ
た
。
ま
た
彼
は
岩
手
県

時
代
か
ら
体
育
教
育
の
振
興
を
重
視
し
て
お
り
、
入

新
井
村
時
代
に
も
日
本
体
育
会
体
操
練
習
所
（
現
日

本
体
育
大
学
）
会
長
と
し
て
、
ま
た
荏
原
中
学
（
現

日
体
荏
原
高
等
学
校
）
校
長
と
し
て
洋
式
体
育
教
育

の
普
及
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

　

彼
は
大
森
駅
周
辺
に
住
む
著
名
人
に
よ
り
明
治
39

年
に
設
立
さ
れ
た
大
森
倶く

楽ら

部ぶ

の
第
２
代
会
長
に
就

任
す
る
。（
初
代
会
長
は
司
法
官
児
島
惟い

謙け
ん

、
第
３

※資金量の順位　1. 京都中央信金、2. 城南信金、3. 岡崎信金
　融資量の順位　1. 京都中央信金、2. 城南信金、3. 京都信金
   （平成 24 年度現在）


